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或 る 日 の マ イ の 教 室
滋恵医科大学教授 南 武
6時 に室 内電話 で起 して貰った.昨 夜 ベ ツ ト作 りに来 たボー イが置 いて行 ったイチ ゴの フ
ルーツボ ンボ ンを一つ 口にほ う り込む.7時 ち よつ と過 ぎにUrologischesKrankenhaus
derStadtMttnchenにゆ く.手 術室に 入つてみた ら,既 にOberarztが第1例 の患者 に
Pyelolithotomieをや るべ く皮切 を入れた ところだつ た.7時40分 にはProf.Mayも 入つ
て きて,聞 もな く次の手術 を始 めた.第2,第3例 ともPyelolithotomieであつ た.第2
例 の方は,周 囲 の炎症 性癒 着が ひど く,腎 外腎孟 を剥離 してい るうちに腎孟が 破れて結 石が
飛 出 して了った.ネ フロス トミー ・チ ユー ブを入れてか ら,街 少 し剥が してい るうちに尿管
が 腎孟 との接 合部 で離 断 して しまった.尿 管には紬 い木 綿の テープを下か ら通 して持 ち上 げ
ていたので ある.こ んな例は極 めて稀 らしい例 だが いい参考 になった.併 し,や は り,イ ン
ジツーで摘 出す ることを第 一義 とすぺ きで あろ う。 いつで も``Hangematte"nachPflau-
merを 使 うことは考え もので ある.第3例 は結 石 も大 き く腎孟にV字 形 の切 開 を入れて と
り出 し,ネ フロス ト・ミー ・チュ ーブを 入れ て術 を終 つた.次 はHydronephroseの成形術,
次いで右側 尿管 下瑞 の結核 に よる狭窄で,Boariの手術 を したが,こ れは美事 な もので あつ
た.新 たに膀胱 壁に小孔 を もうけて カテーテルを入れ臨 時 の膀胱痩 も作 っていた.尿 管か ら
腎孟 の方に 入れた留置 カテーテルは ビニール製 であった。 今 日の手 術 は合計11で他 に術,
Boariの手術,副 血管の圧迫 に よる水腎症,膀 胱結石等が残 つてい るが,助 手達 がや る筈 で
ある.教 授の手術が終っ たので共 に教 授室にゆ き色 々話 した.午 後見 た手術 の一 つは異常 血
管 に よるものではな く尿管 内の小嚢腫 で あった.此 処で思っ た ことは余 り吸引器 を活 用 して
いない ことで ある.手 術創 の絹帯は殆 ど常 に広 い一枚 のガーゼをマ スチ ゾー ルで皮膚に貼布
して止 めていた.他 処では絆創膏 をふんだんに使って いたのに.午 後3時 す ぎなのに まだ手
術 は続 いている.併 し疲 れた ので途 中で昼食 を とって帰 って ぎた.こ この病床は70余で,他
に イザ ール河の近 くで,ISMANINGERSTRASSEに あ るKRANKENHAUSRECHTS
DERISARに は ベツ ト100あつて,そ こも大学 の附 属 の様に なつて いる.こ ち らの医局は
Oberarztを含 めて5入 で あり,勉強 にはな るが,とても忙 しいことも想像以上 である.手 術
室 も大 きいが一 つ しかな い,い まだに戦災後 の仮住居 の形で ある らしい.併 し隣 りの準備室
で次か ら次に麻酔 を し,全 部 消毒掛布 も掛 けて待って いるので,暇 をっぶす ことはな い.街
にはやは り,今 だに戦災家屋 が残 って いて,そ の一部 の使 える所 は皆 改装 修繕 して使 つてい
るし,す べてが まだ まだ耐乏生活 で ある.国 富が一定以上 にな る迄は総 て の人が耐乏 しよう
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としてい る らしい.そ の反面,一 方に於 ては近代工業 が栄 え,超 近代 的な庶民 のアパ ー トな
ども,ど ん どん建 ちっつあ る.手 術 日にはいつ も7時 か ら始 めてい るのであるか ら,助 手連
の登院 時間は もつ と早いわけであ る.彼 等 の勤勉 さには全 く頭 が下 るし,省 みて 自ら恥 し く
なった.彼 等 は同時 に叉非常 に親切であ り,ユ ーモ ラスで もあ る.併 し,親 切 の押 し売 りは
全 くしない.之 も学 ぶべ ぎところであ る.
叉,或 る日は(7月24日),一旦 宿に帰 り再 び,午 後6時 頃約束通 り,Arbeitsamtの教 授
室 にマイを訪 れた.す でに仕 度を して待って いて呉れ た,す ぐ彼 の車 で此処 か ら7粁 ばか り
離 れたIsar河畔 の彼 の家 に向った.途 中,窓、か ら見 え る沿道 の街や建物 な どを説明 して くれ
た り,終 戦後 ドイ ツの女 も口紅を濃 くした り,爪を赤 く染 めた りしてい ることなどを,なげき
乍 ら話 していた.邸 は,大 きい家 だけが まば らにある,樹 木 の多い静かな郊外 の,む しろ さ
び しい様な一劃に あっ た.2階 建 で,外 装 の塗 料 の白 さが如何に も新築 の家 らしく又 清楚 に
見 えた。2ヵ 月前 に出来上 って引越 したばか りだと言 う.や さしげな併 し話 す と元気 の よい
妻君 も出迎えて くれた.応 接 間には彼 の好み の古 い絵や木 彫 のマ ドン ナの像な どもあった.
台 か らはず して彼 自ら説明 して くれ たが,17世紀 頃の ものだそ うで仲 汝いい顔を して いた.
日本 式に腰 の低 い大 きな窓 ガラスの前 には,植 えたての広い芝生が展 けていた.そ の中に何
の樹か大 きい老 樹が5-6本 残 されて いた.つ い1-2年 前 までは林 だつた ところだそ うだ.
夕飯前 にその辺 を少 し散歩 しようと,先 に立 つて案 内して くれ た.庭 に下 りて,塀 の右手 の
木戸 を排 して出 たところが,低 い土堤 の上 の茂 みを距 ててイザ ール河 に沿つて いる小道 で あ
っ た.中 年男 の独 りで散歩 しているのに出遭 つただけで ある.昨 日の雨 の名残 りか,少 し濁
って水 嵩もふえていて流れ はかな り早かつ た.向 岸 の林 の上 には雲が 出ていて,低 くな りつ
っ ある赤 い太陽 を映 していた.こ の河 沿の路 を暫 ら く歩 いて帰つ て きた.間 もな く同 じ く招
待 されていた美術学 校の校長夫妻 や洋画家 である妻君 とその夫 で ある博 物館 で絵 の歴 史を研
究 してい る入達 がやってきた.皆 が揃 つた ところで,夫 妻が先導 して この新築 の家 の中 を全
部案 内 してみせ て呉れ た.彼 れ の書齊 は二階 で 延に面 した真正面 の大 きい部屋 で,こ れ も大
きいガ ラス窓 の外にはテ ラスもあつた.晴 れた 日には雪 の山も見 える との ことであつた.芝
生 の緑 に対 して左手 の隅 の花壇 の赤 いベ コニアの花が美 し く見お ろされた.書 齊 の隅 には読
書に疲 れた ひとときを牒 るのでもあろ う,安 楽椅子 のベ ツ トもお いて あっ た.裏 手 の納戸の
中には彼 だけ の上 衣・ ヅボン・ ワイシヤツ,肌 着,ハ ンカチ,靴 な どが,沢 山 の棚 に恰 も男
もの専門 の洋品店 のそれ の様に整然 と置かれて あつ た.数 の多い ことは驚 くほ どで ある.女
中 も2人 お り,そ の家族 を住 まわ してある とい う家 も裏 手の ガ レージに続 いて建 て られ てあ
った.自 分 が思 う様 に建 てた新築 の家 に入 るのは誰 れ しも嬉 しいに違 いな い.腺 室か ら浴室,
台所 まで見 せ られてか ら食 堂に案内 された.青 い小梅 をか じ り乍 ら,ア ペ リティー フのマン
ハ ツクンを呑 んで・食卓 につ いた.マヨネー ズを掛けた魚やSchweinerSchnitzelnなども
ドイツのもの としては とても うまかつた し,Br6tchenも殊iのほか よ く焼 けていた.ラ ィ ン
ワイ ンも上等 のもの らしかつた.終 つて応接 間 でコー ヒーをのみ乍 ら叉色 々話 がはずんだ.
奥 さん も妹 さん も英 語 が達者 である.日 本趣 床 もあるら しく窓 の一っ を 日本障子 に直 した
い とも言 つていた・ 日本 の絵 の話 も出 た.10時頃腰 をあげ ようとした ら,皆 で まだ早 す ぎる
といつて引 とめ られた・明朝・ また早 いのにと思 い乍 らも遂 に11時に なつて しまつ た.最 後
にまた,シ ヤンパ ンを馳走 にな り,車 でホテル迄 送つて貰つ た.彼 と限 らず,よ く働 き,よ
く遊ぶ生活 をして いるら しい.
